
■ あ い さ つ 校長 長田 昌 ■ 学校グランドデザイン
本校は、別府の地に明治６年開校以来、今年で１４８年目を迎えま
す。稀少植物が繁る別府沼などの恵まれた自然や広く整備された校庭、
設備の整った校舎等、たいへん恵まれた環境にあります。
外国語活動の研究や埼玉県体力向上優良校表彰の取組を継続・発展

させ、保護者・地域の皆様と共に『元気いっぱい、笑顔いっぱい、あ
いさついっぱいの美しい学校づくり』を、一層進めてまいりますので、
御支援御協力をお願いいたします。

■ 別府小学校の沿革（概要）
明治 6．10． 6 西別府小学校と称し創立

～ 34． 3．31 初代校長 原口竹次郎氏
34． 4．1 ２代校長着任 飯塚亀之助氏
36． 7．1 ３代校長着任 木暮治作氏
37． 7．1 ４代校長着任 茂木福太郎氏
41． 4． 小学校令改正 別府尋常小学校と改称
40． 9．1 ５代校長着任 田野代太郎氏
43． 6．1 ６代校長着任 真下庄三郎氏
44． 4．1 ７代校長着任 馬場民八氏

大正 10． 4． 高等科を併置、別府尋常高等小学校と改称
11．10．1 ８代校長着任 木村修一氏
15． 4．1 ９代校長着任 田尻正一氏

昭和 4． 4．1 １０代校長着任 小林雄一郎氏
11． 9．1 １１代校長着任 長谷川時二氏
14． 4．1 １２代校長着任 浅見兵左衛門氏
15． 4．1 別府国民学校と改称
17． 4．1 １３代校長着任 清水重平氏
22． 4． 学制改革により別府小学校と改称
22． 4．1 １４代校長着任 塚田恒作氏
27． 4．1 １５代校長着任 清水徳重氏
29． 5． １６代校長着任 柴崎正作氏
29．11．13 熊谷市へ合併、熊谷市立となる
36． 4．1 １７代校長着任 福田善正氏
37． 4．1 １８代校長着任 飯田国治氏
40． 4．1 １９代校長着任 中村隆近氏
42．10． 5 校旗・校歌の制定
44． 4．1 ２０代校長着任 村岡慶三氏
47． 4．1 ２１代校長着任 坂下 優氏
49． 3．28 開校１００周年記念式典
49． 4．1 ２２代校長着任 木村 稔氏
52． 4．1 ２３代校長着任 三沢米子氏
54． 4．1 ２４代校長着任 吉岡 孝氏
57． 4．1 ２５代校長着任 森田賢次氏
59． 4．1 ２６代校長着任 飯田司朗氏
61． 4．1 ２７代校長着任 大島清肆氏
61．12．15 新学校校舎・体育館・校庭竣工
62． 7．15 新学校プール竣工

平成 元． 4．1 ２８代校長着任 高橋忠清氏
3． 4．1 ２９代校長着任 風間 勲氏
6． 4．1 ３０代校長着任 髙柳 進氏
7． 2．28 生活科・観察池竣工
8． 4．1 ３１代校長着任 高松明子氏
8．11．22 埼玉県教育委員会・熊谷市教育委員会委嘱

放送教育研究発表
9． 2．26 新校舎等移転・竣工１０周年記念式典

11． 4．1 ３２代校長着任 前原信芳氏
13．10．17 熊谷市教育委員会委嘱 学校同和教育研究発表
14． 4．1 ３３代校長着任 角田光男氏
15．11． 5 埼玉県教育委員会・熊谷市教育委員会委嘱

体力向上研究発表
16． 5． 1 熊谷警察署指定交通安全教育推進モデル小学校
18． 4．1 ３４代校長着任 丸山公久氏
20． 4．1 ３５代校長着任 松葉定市氏
23．11．8 埼玉県教育委員会・熊谷市教育委員会委嘱

道徳教育研究発表
24． 4．1 ３６代校長着任 堀 喜久男氏
25．10．8 開校１４０周年記念集会
27． 4．1 ３７代校長着任 堀越尊夫氏
29. 11. 4 熊谷市教育委員会委嘱 外国語活動研究発表
31. 4. 1 ３８代校長着任 長田昌氏

『熊谷の子どもたちは、これができます！』
４ つ の 実 践 アクセル

①朝ごはんをしっかり食べる。
②呼ばれたら「はい」と元気よく返事をする。
③「ありがとう」「ごめんなさい」と言う。
④友だちをたくさんつくる。
３ 減 運 動 ブレーキ

①テレビの時間を減らします。
②ゲームの時間を減らします。
①スマートフォン・携帯電話やパソコン
に触れる時間を減らします。

学校教育目標 高い目標と自律、共生の心を持った児童の育成

学校研究課題

言葉を豊かに学び合う
児童の育成

経 営 方 針
教育課題解決に向けて、「チーム別府小」の一員とし

て、主体的・協働的・計画的・継続的に経営参加し、学
校教育目標の具現化に努める。

目 指 す 学 校 像

居がい やりがい
学びがい のある学校

目 指 す 児 童 像（ 校 訓 ）
家庭・地域との連携

【知】 【徳】 【体】
進んで学習する子（明るく） 他人を思いやる子（正しく） 体力・活力のある子（強く）

重 体力向上の推進 ①コミュニティ･
点 別府小授業スタイルを通して、 心豊かな生き方のできる児童の育成 スクールの推進
目 確かな学力の向上 （新体力テストの達成率、 ・地域を挙げて
標 （自信を持って自己表現できる。＋ 10％） （進んであいさつができる。１００％） 県平均を上回る項目の９０％達成） 「学力日本一」

をめざす
①知識及び技能の習得 ①心を鍛え、互いを高め合う集団づ ①体育的活動の充実 ②地域の教育力

本 ・ 授業規律の確立 くり 『体を動かす楽しさを味わわせる』 を活用した学
（別府小スタンダードの徹底 100％） ・「熊谷の子どもたちは、これがで ・運動量を確保した体育授業の実践 力の向上

年 ・言語感覚の素地を磨く:視写,暗唱等 きます！『４つの実践』と『３減 ・年間を通じ、体力向上への取組 ・学校応援団
②主体的・対話的で深い学びの授業 運動』」の推進 （さわやかタイムの充実） ・おやじの会

度 の意図的実践１００％ ・考え議論する道徳科の授業実践 ②新体力テスト個人目標の設定と達成 ・放課後子供教室
・学習内容の明確化 「道徳の見える化」 のための支援 ・ハートフル学級

の ・テストで力をつける。（各調査問題） ・異学年集団の交流の実践と充実。 ・新体力テスト年間２回実施 ・くまなびスクール
・体験的な学習、協働的な学習の実践 ・心を磨く清掃活動（職員評価 90％） ・やり方の徹底指導（解説書に載ってい ・年間計画に基づい

努 ③基礎・基本の確実な定着 ・所属感を向上させる学校行事 ない秘密の指導法の活用） た実践
・漢字、計算検定合格率９０％以上 ②別府小いじめ撲滅宣言の徹底 ③家庭との連携 ③『４つの実践』

力 ・校内達成テスト９８％以上 ・自己有用感のある学級・学年づくり ・親子運動カードを活用した親子運動 『３減運動』
④家庭学習の奨励 ・別府小生徒指導方針の共通理解活用 の実施と見届け の推進

点 ・家庭学習の習慣化・見届け ・学校生活アンケートの実施 （毎月実施率 90％） ・全家庭、地域、
（学年× 10分＋αの実施率 50％） (児童は毎月、保護者は年４回) ④健康教育、安全教育の推進 職員、児童会

⑤くまがやラグビー・オリパラプロジ ・いじめ対策委員会開催（年２回・随時） ・虫歯の治療の徹底 による正門前
ェクトの推進 ・人権意識を高め、思いやりの心を育 ・防災訓練・各防止教室を通して自らの のあいさつ運動

・総合的な学習の 成する人権教育の実践 命を守る行動の育成 （ＰＴＡ本部だ
時間のカリキュ ・スマホ使い方宣言の活用 より「えがお
ラム改善により ③地域人材を生かした体験活動の実施 の輪」の発行）
汎用的能力の育 ・地域と連携した歴史学習
成 (幡羅官衙遺跡･

・英語ラウンド 条里跡･別府城跡)
システムの考え ・別府沼を生かした
方を全学年・全 自然体験
教科で実践


